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1.はじめに	 

  現在多くの都市において，大量の建設資材が投入・蓄

積されており，将来耐用年数を迎えることによってこれ

らの資材は廃棄物となる．環境省(2013)1)によると，我が

国における平成 22 年度の総物質投入量は 16.1 億トンで

あり，そのうち 7.1 億トンが建築物や社会インフラなど

として蓄積されている．循環型社会構築に向けて将来の

廃棄物処理，資材投入計画を適切に立てることが必要で

あり，資源蓄積量（マテリアルストック）の把握や，地

域の特徴をとらえることは重要である．これまでに

Hashimoto et.al(2007)2)，長岡ら(2009)3)が，建築物等のマ

テリアルストック・フローの推計を行った．しかし，既

往研究では日本全国や都道府県を対象としており，詳細

なスケールでの詳細な分析が困難である．そこで，これ

まで谷川ら(2010)4)などが GIS（地理情報システム）を用

いて詳細な地域で分析を行ってきた．GIS とは様々な地

理情報を地図上に持たせることで空間的，時間的分析を

可能にするシステムである． 

	 本研究では，北九州市小倉北区の商業系地域と住居系

地域を対象に，2000 年，2005 年，2009 年の GIS データ

を用いて年代ごとに個々の建築物に注目してマテリアル

ストックと耐用年数の推計を行った．これにより，詳細

な範囲でのマテリアルストックと耐用年数の推計，また

それらに関する地域の比較が可能になる． 

 

2.研究手法	 

 
図-1	 対象地域	 

	 対象地域を図-1 に示す．商業系地域として小倉駅周辺， 

住居系地域として小倉北区西部のそれぞれ約 1［km2］を 

対象とした．	 

（1）マテリアルストックの推計	 

	 マテリアルストックは，3 ヶ年の GIS データを用いて，

対象地域の建築物の延床面積と，各構造種別の資材投入

原単位を乗じる，原単位法を用いて推計した．2000 年と

2005 年は谷川ら(2010)4)，2009 年は谷川ら(2011)5)のデー

タを使用した．資材投入原単位とは，延床面積あたりの

資材投入量であり、本研究では東岸ら(2008)6)によって推

計された表-1 の値を使用した．延床面積は，建築面積に

階数を乗じることにより推計した． 

（2）耐用年数の推計	 

	 2000 年と 2005 年の GIS データを比較することで， 5

年間で滅失した建築物差分を抽出し，小松ら(1992)7)によ

る手法により残存率を求めた．なお，平均耐用年数は，

残存率が 0.5 のときの経過年数である．本研究では近似

曲線に成長曲線(ロジスティック曲線)を採用した（式

1）．ここで，y：残存率， t：経過年数(年)， K ：飽和

定数， a , b：パラメータである． 

y t( ) = K
1+ exp(b+ at)

	 	 	 	  （式 1） 

3.推計結果と考察	 

	 マテリアルストックの推計結果を表-2，表-3，表-4 に

示す．棟数が増加しているにも関わらずマテリアルスト

ックの減少が起きている年や，逆に棟数の減少に対して

マテリアルストックが増加している年がみられた． 

表-1	 資材投入原単位表	 
資材投入

原単位

(kg/m2)	 

砂

利・

石材	 

コン

クリ

ート	 

モル

タル	 
木材	 

ガラ

ス	 

陶磁

器	 
鉄	 

アル

ミニ

ウム	 

その

他	 

木造	 78 221 3 88 5 52 7 2 32 
鉄骨造(2

階建て)	 
100 587 109 20 3 1 118 2 22 

鉄骨造(3

階建て)	 
214 416 146 4 1 1 178 1 0 

RC 造	 138 2227 44 0 1 3 97 2 9 

出典）東岸ら(2008)
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表-2	 マテリアルストック推計結果	 
 商業系地域 住居系地域 
 マテリアルストック

（千 t） 
棟数

（棟） 
マテリアルストック

（千 t） 
棟数

（棟） 

2000 2,694 1,206 1,258 1,942 
2005 3,820 1,149 1,158 2,138 
2009 4,376 1,523 1,491 2,039 

	 

表-3	 資材別マテリアルストック推計結果（商業系地域）	 

 

砂

利・

石材	 

コン

クリ

ート	 

モル

タル	 
木材	 

ガラ

ス	 

陶磁

器	 
鉄	 

アル

ミニ

ウム	 

その

他	 

合計

(千t)	 

2000 178 2,242 91 10 2 4 105 42 18 2,694 

2005 231 3,280 97 7 2 5 119 59 19 3,820 

2009 269 3,748 114 7 3 6 140 68 22 4,376 

	 

表-4	 資材別マテリアルストック推計結果（住居系地域）	 

 

砂

利・

石材	 

コン

クリ

ート	 

モル

タル	 
木材	 

ガラ

ス	 

陶磁

器	 
鉄	 

アル

ミニ

ウム	 

その

他	 

合計

(千t)	 

2000 96 1,000 44 21 2 11 50 19 14 1,258 

2005 89 916 39 22 2 13 44 18 14 1,158 

2009 109 1,208 51 17 2 10 58 23 14 1,491 

 	   

 

 

 

 

 

 

 
地域 a b K R2 耐用年数（年） 

商業系地域 0.095 -2.555 1 0.979 27 
住居系地域 0.109 -2.910 1 0.970 27 

図-2	 成長曲線と耐用年数の推計結果	 

	 住居系地域はマテリアルストックに大きな変化はない

が，商業系地域は増加傾向にある．これは面積あたりの

資材投入量が多い RC 造の増加による建築物の構造種別

の割合の変化，ならびに建物の高層化による延床面積の

増加の影響だと考えられる．また，どの年代も商業系地

域の方が棟数は少ないのにも関わらず，マテリアルスト

ックが大きくなっており，これも RC 造と延床面積が多

いことによると考えられる．資材別にみてみると，住居

系地域はマテリアルストックが商業系地域の半分である

のに対して，木材の量が倍以上であり，木造の建築物が

マテリアルストックの多くを占めていると考えられる． 

	 また，2000 年と 2005 年間の成長曲線と耐用年数の推

計結果を図-2 に示す．成長曲線と耐用年数に関しては，

ほとんど同じ結果になったものの，わずかであるが成長

曲線の形が異なった．住居系地域は，20 年から 40 年の

間で多く取り壊され，残存率が大きく低下しているのに

対し，商業系地域は，比較的直線で，経過年にある程度

比例して建物が取り壊されることがわかる．  

 

4.おわりに	 

	 本研究では，北九州市の小倉地区を対象として，用途

地域別で GIS を用いてマテリアルストックと耐用年数の

推計を行った．しかし，用いた年代数が少なかったため，

推計結果が正確でない部分もあった．今後，北九州市内

の他の商業系，住居系地域を加えることで，より正確な

マテリアルストックと耐用年数の推計と地域の比較が可

能となる． 
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